
情報社会における国土・地域の成長と進化のあり方研究会

～情報生産の場“情報”研究会～

第３回研究会への提言

認知症高齢者1000万人時代・うつ病社員100万人時代に挑戦する

“介護から自立へ”

ＮＰＯ法人日本心身機能活性療法指導士会

理事長 小川眞誠

http://gagoltherapy.com
gagolkk@m18.alpha-net.ne.jp
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いよいよ国を挙げて認知症

を治す時代に入りました。 

しかし現状は高齢者認知症 

の本人や家族はどんどん進 

行する認知症状に苦しみ、 

虐待や自殺という、痛まし 

いことに巻き込まれて行く 

ことから解放されることは 

ありません。 

「認知症は治らない。認知症は不治の病である」

なんて考えることはありません。 

いかなる困難があろうとも「認知症」を改善しな

ければ私達の生活が成り立ちません。 

また介護･医療保険費用の増大をまねき、国も地方

公共団体も財政破綻にむかいます。 

「心身機能活性運動療法」は認知症・脳卒中後遺

症を改善できる「実践プログラム」です。誰でも

勉強し修得できます。大切な親や友人・知人を救

ってやって下さい。多くの介護、医療施設で献身

的に取り組んでいます。是非ご相談して下さい。 

NPO 法人日本心身指導士会 

理事長 小川眞誠 

認知症・うつ病が５大疾病に認定

厚生労働省は職場での「うつ病」や高齢化に伴
う「認知症」が年々増加し、国民に広く関わる疾
病として重点的な対策が必要と判断し、地域医
療の基本方針となる医療計画に盛り込むべき
精神疾患を５大疾病に加えた。

〔厚生労働省 地域医療基本方針〕

５大疾病

精神疾患の患者数

糖尿病の患者数
がんの患者数
脳卒中の患者数
心臓病の患者数

（厚生労働省が2008年に実施した患者数調査）

約３２３万人

約２３７万人
約１５２万人
約１３４万人
約０８１万人
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■日本における認知症高齢者問題

www.gagoltherapy.com/gegoru/

P61

● 日本における認知症高齢者問題 (６５歳以上の１/１０が認知症）

全国の認知症高齢者の人数は2002年の149万人から、2012年現在は305万
人に達しているとみられ、将来予測では2025年には470万人と見込んだ推計
を厚労省は出しました。(2012/8/23) 我が国では将来、老老介護から２人
とも認知症になる認認介護への移行が予見され、予防と改善が急務です。又、
虐待を受けている高齢者の実に８割が認知症の症状を呈えており、深刻化す
る恐れがあり、社会全体において高齢者の尊厳と権利をいかに擁護していく
かが重要な課題 となってくると考えられます。

2025年

470万人

205

2012
305

345
410
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• 明らかになった認知症の行方不明者１万人(平成26年4月16日)
• ９６０７人。認知症やその疑いがあり、徘徊（はいかい）などで行方不明になったとして、

おととし１年間に警察に届けられた人の数です。ＮＨＫがその実態を取材したところ、

• 死亡したり、行方不明のままだったりする人が合わせて５５０人を超えることが分かりま
した。取材当初、私たちが考えていた以上に深刻な実態が明らかになってきました。

• （社会部・津武圭介記者）

• 独自調査で明らかになった行方不明の実態

• ＮＨＫは、ことし２月、おととし１年間に認知症やその疑いがある人が徘徊などで行方不
明になったケースについて、全国の警察本部を対象にアンケート調査を行いました。そ
の結果、行方不明になったとして警察に届けられた人は、全国で延べ９６０７人に上るこ
とが分かりました。このうち、死亡が確認された人は３５１人。その年の末の時点でも行
方不明のままの人も２０８人いたことが分かりました。 NHKニュースより
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〔海外での活動〕香港
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〔海外での活動〕香港

（成報 2014年11月13日）ｗｅｂ版より 15



上海から北京へ･･････“心身療法”に新たな風が吹く
２０１４年 １０月２１日～１０月２７日

〔海外での活動〕北京

〔↑上写真〕
院長、副院長、医師、看護師、
理学療法士、看護職員、北京第
一福利院の理学療法士等が受講

長友雅苑 ： 王 院長（右端）
キョウ副院長（左端）

一級指導士：徐雁（左から2番目）
一般社団法人日本ゲーゴル協会
代表理事 小川眞誠（中央）
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〔海外での活動〕オランダ

小川眞誠
理事長の紹介

「心身機能活性運動療法」に
ついて報じる現地の新聞記事

現地の新聞

オランダに「心身療法」の種が撒かれました。
2014年10月12・13日、講演会・ワークショップを開催
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オランダでの講演会・ワークショップの様子
〔海外での活動〕
オランダ
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〔海外での活動〕
セルビア

下津浦BDORＴ
協会会長と
小川理事長

2014年10月10日・11日、セルビア・ベオグラードでの
第12回 国際バイ・ディジタルＯリングテストシンポジウム

認知症改善事例発表

↑下津浦内科医院は
「心身療法」による
認知症改善に関して
医学的根拠を与えて
頂きました。

湯川れい子氏〔音楽評論家〕↑
「心身療法」を絶賛して頂きました。
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介護保険の危機が迫っている

年々増加する要介護者、そして日々、重度化する

軽度認知症：400万人

中・重度認知症：462万人

要支援1・2：104万人

要介護1・2：185万人

要介護3・4：137万人

要介護 5 ：54万人
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認知症高齢者1000万人・うつ病社員100万人の改善を目指す

認知症・うつ病改善センター

開設目標：全国「地域包括支援センター」地域内に１施設

第１期目標

４２００施設

対象とする利用者数

２６２０人
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